
考古学 

 

学と直接関わらない進路を選んだとしても、必ず糧になるはずである。 

卒業後、引き続き研究を続けていこうとする場合は大学院を目指し、そ

うでない場合は一般就職することが多い。近年の比率は１対３ほどで、就

職のほうが多くなっている。就職先は、新聞社、テレビ局などマスコミ関

係をはじめとして、銀行、商社、運輸、情報、地方公務員などさまざまで

ある。マスコミで考古学出身という経歴をうまく活かしている卒業生もい

る。 

修士課程進学者は、修了後一般就職する場合もあるが、その多くは博士

課程に進学し、研究を続けるために大学や博物館、研究機関への就職をめ

ざすことになる。理想を高く掲げそれに向かって突き進むことは大切だが、

研究職への就職が容易でないことは考古学も例外ではない。専門を活かせ

る場として、都道府県や市町村など地方公共団体にも埋蔵文化財を保存・

活用する部署が数多く存在する。この場合は、学部卒ないしは修士課程修

了の段階でも就職することができる。 

 

（６）その他 

考古学研究室では独自のホームページを開設しているので、こちらも参

照してほしい。https://www.l.u-tokyo.ac.jp/archaeology/ 遠慮せずに研究

室を訪問して先輩たちの話を聞くことが、実情を知るのには得策である。

法文２号館の地下では先輩たちが学業に勤しんでいるので、一度訪ねてみ

てはいかがだろうか。 
 

美術史学 

 

美術史学 
  
◇教員◇ 

教授：秋山聰、髙岸輝  
准教授：増記隆介 
◇学生◇ 

学部：22 名、修士課程：8 名、博士課程：11 名 
 
 
（１）美術史学へのいざない 

 形あるもの、眼に見える世界への飽くなき追究、それが美術史学です。芸術の研

究は文学部の重要な使命のひとつですが、なかでも視覚が捉える色と形、そこに宿

る美を具体的な造形に即し、歴史的に考究する点に美術史学の特徴があります。 

研究対象となるのは、古典的な芸術作品としての絵画・彫刻・建築、実用と美を

兼ね備えた工芸やデザインだけでなく、写真・映像・インスタレーションなど現代

アートの領域まで含みます。扱う地域も日本、アジア各地、中近東、欧米まで広が

っています。 

美術史は、高校までほとんど教育が行われていないため親近感が湧きにくいと

思います。しかし、コンピュータ処理による画像や情報通信端末など、視覚表現の

技術と可能性が日進月歩で進化する現代において、それらのリテラシーに長じ、容

易に使いこなしている皆さんにとって、ビジュアルな学問である美術史は決して

敷居の高い分野ではありません。 

必要なのは視覚的な美に対する強い関心、ものを作り出す人間の営みに対する

敬意、創造という行為への参加意欲。美術史学は、机上と造形が所在する現場とを

往還する、アクティブな学問です。視覚で世界を認識する感性と、遺された作品や

文献の断片をつなぎ合わせて歴史の潮流を把握する知性、両者のハイブリッドが

重要です。 

美術やデザインに強く惹かれる人、世界中を旅することに憧れる人、美術館・博

物館での学芸員や文化行政に携わりたい人、あるいは自ら表現者たらんと欲する

人、そんな人々を歓迎します。最高の作品を体験し、鍛え上げられた眼と感性と知

性は、将来、どの分野に進もうとも強い武器になるはずです。 
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（２）美術史学研究室の人々 

 美術史学研究室は赤門のすぐ近く、赤門総合研究棟の７階にあり、３名の専任教

員が所属しています。 

秋山聰教授は、ドイツ・ルネサンスの巨匠デユーラーなど西洋美術史が専門。現

在は各地のキリスト教会に秘蔵される聖遺物（キリストや聖人にまつわる遺品）の

研究でも知られ、宝物と美術の境界、宗教儀礼と美術の関係、東西の聖地や宗教文

化の比較へと広がっています。『天才と凡才の時代―ルネサンス芸術家奇譚』（芸術

新聞社、２０１８年）、『聖遺物崇敬の心性史―西洋中世の聖性と造形』（講談社学

術文庫、２０１８年）、入門書として『西洋美術史（美術出版ライブラリー歴史編）』

（共同監修、美術出版社、２０２１年）を参照するとよいでしょう。 

髙岸輝教授は、中世の日本美術史が専門。絵師に活動を支える社会基盤や権力と

の関係を軸に、絵巻を中心とする国内外の作品調査を進めています。著書に『日本

美術史（美術出版ライブラリー歴史編）』（共同監修、美術出版社、２０１４年）、

『中世やまと絵史論』（吉川弘文館、２０２０年）、『ボストン美術館日本美術総合

調査図録』（共同監修、中央公論美術出版、２０２２年）があります。また、人文

情報学（デジタル・ヒューマニティーズ）の手法を日本絵画の研究に導入する方法

についても共同研究を進めています。 

増記隆介准教授は、古代の日本美術史が専門。日本における仏教絵画の形成過程

を広く東アジアの文化交流という視野から描き出した『院政期仏画と唐宋絵画』

（吉川弘文館、２０１５年）のほか、『天皇の美術史』１（古代国家と仏教美術）

（編著、吉川弘文館、２０１８年）、『鳥獣戯画決定版（別冊太陽）』（監修、平凡社、

２０２１年）があります。文化庁での勤務経験をふまえ、文化財の修理や保護につ

いても精通しています。 

 加えて、学内から４名の教員が美術史学に関する講義・演習や論文指導に当たっ

ており、地域や時代を幅広くカバーしているという点で国内随一の充実度を誇り

ます。文学部次世代人文学開発センターの芳賀京子教授は、地中海地域の古代美術

史が専門。近年の著書に『西洋美術の歴史』１（古代 : ギリシアとローマ美の曙

光）（中央公論新社、２０１７年）があります。古代彫刻の３Ｄ計測・分析やＶＲ

（バーチャルリアリティー）技術を活用した展覧会会場の撮影などにも取り組ん

でいます。 

東洋文化研究所の桝屋友子教授はイスラーム美術史の専門で、東洋と西洋をつ

なぐ美術の交流についても論じおり、著書に『イスラームの写本絵画』（名古屋大

学出版会、２０１４年）があります。同研究所の板倉聖哲教授・塚本麿充教授は中

美術史学 

国の絵画史が専門。東アジアや欧米を中心に作品調査を進め、『中国絵画総合図録』

（世界中に所在する中国絵画を総覧する巨大プロジェクト）の編集事業を継続し、

『アジア仏教美術論集』（２０１７年～、中央公論美術出版）各巻の責任編集を務

めるなど、中国美術史の研究拠点を形成しています。学芸員の経験を生かし、国内

の展覧会企画にも数多くかかわっています。 

授業は上記のほか、学外から非常勤講師を招き、各分野の最先端を語っていただ

いています。本年度の開講科目は下記になります（＊は文化交流特殊講義）。 

河田明久講師（千葉工業大学教授）「日本近代美術史の諸問題」 

村上博哉講師（武蔵野美術大学教授）「抽象芸術の誕生」 

大島徹也講師（多摩美術大学准教授）「現代美術―戦後アメリカを中心に」 

長田年弘講師（筑波大学教授）「古代ギリシア美術と宗教的な背景について」＊ 

金沢百枝講師（多摩美術大学教授）「中世ヨーロッパ美術史」＊ 

皿井舞講師（学習院大学教授）「博物館資料論（美術工芸品）」 

 

（３）美術史学専修での日々 

 美術史学研究室に進学すると、Ｓセメスターに３～４泊の関西見学旅行が行わ

れます。「旅行ゼミ」と通称される授業で、３年に進学した学生は各自が担当する

作品を決め、それに関する研究をまとめたうえで、美術館・博物館や寺社の場で口

頭発表を行うという内容です。美術史学の入り口となる授業であり、偶然ここで担

当した作品に惹かれて、そのまま一生の研究テーマとする人もいます。図録に掲載

された写真やネット上の画像と、現場で観る作品とは印象が大きく異なります。机

上の印刷物や講義で映写される写真と、本物から受ける感覚との差。それを認識

し、補正し続けることが研究には必須です。 

 語学についても、駒場時代に引き続き研鑽を重ねる必要があります。日本・東洋

美術史を目指すなら、古文、漢文、くずし字、中国語などを読む必要があり、西洋

美術史であれば、英語、フランス語、ドイツ語のほか、研究対象によって古代ギリ

シア語、ラテン語、イタリア語、オランダ語、スペイン語などに挑戦することにな

るかもしれません。 

 講義や演習に関しては、全てに出席することは不可能なほど幅広く設定されて

いますので、３年生のうちは、日本、東洋、西洋とバランスよく受講することをお

勧めします。少人数で開催される演習は、外国語文献の講読だけでなく、一枚のス

ライドを巡って活発な議論が展開される切磋琢磨の場です。また、大学院進学を少

しでも考えている人は、学芸員資格の取得についても検討する必要があるでしょ
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（２）美術史学研究室の人々 

 美術史学研究室は赤門のすぐ近く、赤門総合研究棟の７階にあり、３名の専任教

員が所属しています。 

秋山聰教授は、ドイツ・ルネサンスの巨匠デユーラーなど西洋美術史が専門。現

在は各地のキリスト教会に秘蔵される聖遺物（キリストや聖人にまつわる遺品）の

研究でも知られ、宝物と美術の境界、宗教儀礼と美術の関係、東西の聖地や宗教文

化の比較へと広がっています。『天才と凡才の時代―ルネサンス芸術家奇譚』（芸術

新聞社、２０１８年）、『聖遺物崇敬の心性史―西洋中世の聖性と造形』（講談社学

術文庫、２０１８年）、入門書として『西洋美術史（美術出版ライブラリー歴史編）』

（共同監修、美術出版社、２０２１年）を参照するとよいでしょう。 

髙岸輝教授は、中世の日本美術史が専門。絵師に活動を支える社会基盤や権力と

の関係を軸に、絵巻を中心とする国内外の作品調査を進めています。著書に『日本

美術史（美術出版ライブラリー歴史編）』（共同監修、美術出版社、２０１４年）、

『中世やまと絵史論』（吉川弘文館、２０２０年）、『ボストン美術館日本美術総合

調査図録』（共同監修、中央公論美術出版、２０２２年）があります。また、人文

情報学（デジタル・ヒューマニティーズ）の手法を日本絵画の研究に導入する方法

についても共同研究を進めています。 

増記隆介准教授は、古代の日本美術史が専門。日本における仏教絵画の形成過程

を広く東アジアの文化交流という視野から描き出した『院政期仏画と唐宋絵画』

（吉川弘文館、２０１５年）のほか、『天皇の美術史』１（古代国家と仏教美術）

（編著、吉川弘文館、２０１８年）、『鳥獣戯画決定版（別冊太陽）』（監修、平凡社、

２０２１年）があります。文化庁での勤務経験をふまえ、文化財の修理や保護につ

いても精通しています。 

 加えて、学内から４名の教員が美術史学に関する講義・演習や論文指導に当たっ

ており、地域や時代を幅広くカバーしているという点で国内随一の充実度を誇り

ます。文学部次世代人文学開発センターの芳賀京子教授は、地中海地域の古代美術

史が専門。近年の著書に『西洋美術の歴史』１（古代 : ギリシアとローマ美の曙

光）（中央公論新社、２０１７年）があります。古代彫刻の３Ｄ計測・分析やＶＲ

（バーチャルリアリティー）技術を活用した展覧会会場の撮影などにも取り組ん

でいます。 

東洋文化研究所の桝屋友子教授はイスラーム美術史の専門で、東洋と西洋をつ

なぐ美術の交流についても論じおり、著書に『イスラームの写本絵画』（名古屋大

学出版会、２０１４年）があります。同研究所の板倉聖哲教授・塚本麿充教授は中

美術史学 

国の絵画史が専門。東アジアや欧米を中心に作品調査を進め、『中国絵画総合図録』

（世界中に所在する中国絵画を総覧する巨大プロジェクト）の編集事業を継続し、

『アジア仏教美術論集』（２０１７年～、中央公論美術出版）各巻の責任編集を務

めるなど、中国美術史の研究拠点を形成しています。学芸員の経験を生かし、国内

の展覧会企画にも数多くかかわっています。 

授業は上記のほか、学外から非常勤講師を招き、各分野の最先端を語っていただ

いています。本年度の開講科目は下記になります（＊は文化交流特殊講義）。 

河田明久講師（千葉工業大学教授）「日本近代美術史の諸問題」 

村上博哉講師（武蔵野美術大学教授）「抽象芸術の誕生」 

大島徹也講師（多摩美術大学准教授）「現代美術―戦後アメリカを中心に」 

長田年弘講師（筑波大学教授）「古代ギリシア美術と宗教的な背景について」＊ 

金沢百枝講師（多摩美術大学教授）「中世ヨーロッパ美術史」＊ 

皿井舞講師（学習院大学教授）「博物館資料論（美術工芸品）」 

 

（３）美術史学専修での日々 

 美術史学研究室に進学すると、Ｓセメスターに３～４泊の関西見学旅行が行わ

れます。「旅行ゼミ」と通称される授業で、３年に進学した学生は各自が担当する

作品を決め、それに関する研究をまとめたうえで、美術館・博物館や寺社の場で口

頭発表を行うという内容です。美術史学の入り口となる授業であり、偶然ここで担

当した作品に惹かれて、そのまま一生の研究テーマとする人もいます。図録に掲載

された写真やネット上の画像と、現場で観る作品とは印象が大きく異なります。机

上の印刷物や講義で映写される写真と、本物から受ける感覚との差。それを認識

し、補正し続けることが研究には必須です。 

 語学についても、駒場時代に引き続き研鑽を重ねる必要があります。日本・東洋

美術史を目指すなら、古文、漢文、くずし字、中国語などを読む必要があり、西洋

美術史であれば、英語、フランス語、ドイツ語のほか、研究対象によって古代ギリ

シア語、ラテン語、イタリア語、オランダ語、スペイン語などに挑戦することにな

るかもしれません。 

 講義や演習に関しては、全てに出席することは不可能なほど幅広く設定されて

いますので、３年生のうちは、日本、東洋、西洋とバランスよく受講することをお

勧めします。少人数で開催される演習は、外国語文献の講読だけでなく、一枚のス

ライドを巡って活発な議論が展開される切磋琢磨の場です。また、大学院進学を少

しでも考えている人は、学芸員資格の取得についても検討する必要があるでしょ
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う。 

やがて、４年生の６月になると卒論構想発表会が開催され、教員と同級生の前で

卒業論文の構想を発表することになります。卒論テーマの設定や論文執筆につい

ては、伝統的に学生の自主性を尊重する形をとっています。ですが、放任というわ

けではありませんので、教員や先輩を積極的に活用し、美術史学の方法論と研究史

を着実に踏まえた、力作を期待しています。扱う作品は著名なものほど謎に満ち、

研究論文も多いため、知的訓練としての卒論には好適です。 

 

（４）研究室の外へ 

東京大学で学ぶということは、首都圏をキャンパスとすることにほかなりませ

ん。東京という都市は、美術館・博物館の数やコレクションの質、世界中から巡回

してくる展覧会の内容において、ニューヨーク・パリ・ロンドンに匹敵します。美

術史を学ぶ上で、これほど有利な位置はありません。本郷キャンパスから徒歩２０

分以内で、上野公園のミュージアム群（東京国立博物館、国立西洋美術館、東京都

美術館、東京藝術大学大学美術館など）にアクセスでき、東京国立博物館、国立西

洋美術館では、東大の学生証を提示すれば常設展が無料（特別展は割引）で観覧で

きることも憶えておいてください。東京国立博物館資料館、東京文化財研究所で

は、写真や図書の閲覧を行うことも可能です。本郷から電車で３０分以内というこ

とになると、訪問できる美術館は無数といってよいでしょう。 

海外での調査や留学なども、明るい兆しが見えてきました。遠方に所在する美術

作品を現地に足を運んで見ることの感動は何ものにも代えがたく、研究の原動力

となります。一方で、国内外の美術館・博物館・図書館では、作品の高精細デジタ

ル画像のインターネット公開が急速に進んでいます。実作品をひとつひとつ手に

取って分析するという古典的な研究手法と、デジタル画像やテキストを駆使した

データ処理による作品群の総合的な把握とを両立させることによって、これから

の美術史は新たな展開を見せていくことになるはずです。 

 

（５）文化を支える仕事 

 卒業生の進路はさまざまです。学部卒に関しては、銀行、証券、商社、メーカー、

情報通信、公務員など幅広く、新聞社の文化事業部や出版社など美術史を学んだこ

とを直接生かせる就職をする人もいます。社会のなかで、美術や文化を支える人材

として、活躍することを願っています。 

 大学院は、年度によって増減があるものの学内外からの志望者を集めています。

美術史学 

進学のためには充実した卒業論文を提出、外国語２科目と日本・東洋・西洋美術史

についての専門試験からなる１次試験に合格し、卒業論文に基づく口述試験を突

破する必要があります。修士論文は、専門について深く掘り下げ、作品そのものの

調査や作家に関する一次資料を実証的に考究し、学術論文として公刊できる水準

が理想です。優れた修士論文の場合、博士課程進学後に学会発表や学会雑誌への投

稿を勧めており、査読を通過して論文が公刊されると研究者への第一歩を踏み出

したことになります。その後は、博士論文の執筆に向けての研究ということになり

ますが、外国の美術を扱う場合、博士課程の時点で留学する人も多く、留学先で博

士号を取得するケースもあります。修士課程修了後、あるいは博士課程在籍の段階

で、学芸員の採用される人もコンスタントに出ています。 

 駅や街角で見かける美術展覧会のポスターの陰には、学芸員がいます。華やかな

展覧会の裏側で、研究、文化財の修理や保存、社会人や青少年に対する教育普及な

どが地道に行われています。美術史学研究室の教員は、展覧会の企画・監修、展示

作品の調査、カタログの執筆、講演会の講師といった形で、ミュージアムの現場、

そして学芸員と密接に交流しながら、研究教育活動を進めています。 

学芸員を目指すにせよ、大学教員を目指すにせよ、研究職への就職は決して広き

門ではありませんが、美に対する情熱を維持しつつ、じっくり腰を据えて研究に励

むことで、おのずと道が開けてくるものと思います。卒業生たちの活躍は、明治以

来の美術史学を牽引するとともに、我が国の美術の振興に大きく寄与しています。 

 

（６）美術という新しい視点を獲得すること 

美術は、個人の「趣味」の領域に留まるものではありません。社会が高度に成熟

する一方で、戦争・貧困・疫病・差別・環境問題など人類共通の課題は複雑化しな

がら広がっています。現代を生きるアーティストたちは、これら諸問題に対し表現

を通じて対峙しています。美術史学もまた、文明の発生以来、美術がいかに社会と

関わり続けてきたのかを長期的に把捉することを通じ、現代の位置を理解し、未来

を展望することを目指すものです。大学で、美術、芸術を専門的に追究することは、

これまでの経験とは異なる角度から世界を俯瞰する、新たな視点を獲得すること

にほかなりません。 

 このほか、研究室の詳しい情報は、下記のホームページも参照してください。 

https://arthistory.l.u-tokyo.ac.jp/ 
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美術史学 

う。 

やがて、４年生の６月になると卒論構想発表会が開催され、教員と同級生の前で

卒業論文の構想を発表することになります。卒論テーマの設定や論文執筆につい

ては、伝統的に学生の自主性を尊重する形をとっています。ですが、放任というわ

けではありませんので、教員や先輩を積極的に活用し、美術史学の方法論と研究史

を着実に踏まえた、力作を期待しています。扱う作品は著名なものほど謎に満ち、

研究論文も多いため、知的訓練としての卒論には好適です。 

 

（４）研究室の外へ 

東京大学で学ぶということは、首都圏をキャンパスとすることにほかなりませ

ん。東京という都市は、美術館・博物館の数やコレクションの質、世界中から巡回

してくる展覧会の内容において、ニューヨーク・パリ・ロンドンに匹敵します。美

術史を学ぶ上で、これほど有利な位置はありません。本郷キャンパスから徒歩２０

分以内で、上野公園のミュージアム群（東京国立博物館、国立西洋美術館、東京都

美術館、東京藝術大学大学美術館など）にアクセスでき、東京国立博物館、国立西

洋美術館では、東大の学生証を提示すれば常設展が無料（特別展は割引）で観覧で

きることも憶えておいてください。東京国立博物館資料館、東京文化財研究所で

は、写真や図書の閲覧を行うことも可能です。本郷から電車で３０分以内というこ

とになると、訪問できる美術館は無数といってよいでしょう。 

海外での調査や留学なども、明るい兆しが見えてきました。遠方に所在する美術

作品を現地に足を運んで見ることの感動は何ものにも代えがたく、研究の原動力

となります。一方で、国内外の美術館・博物館・図書館では、作品の高精細デジタ

ル画像のインターネット公開が急速に進んでいます。実作品をひとつひとつ手に

取って分析するという古典的な研究手法と、デジタル画像やテキストを駆使した

データ処理による作品群の総合的な把握とを両立させることによって、これから

の美術史は新たな展開を見せていくことになるはずです。 

 

（５）文化を支える仕事 

 卒業生の進路はさまざまです。学部卒に関しては、銀行、証券、商社、メーカー、

情報通信、公務員など幅広く、新聞社の文化事業部や出版社など美術史を学んだこ

とを直接生かせる就職をする人もいます。社会のなかで、美術や文化を支える人材

として、活躍することを願っています。 

 大学院は、年度によって増減があるものの学内外からの志望者を集めています。

美術史学 

進学のためには充実した卒業論文を提出、外国語２科目と日本・東洋・西洋美術史

についての専門試験からなる１次試験に合格し、卒業論文に基づく口述試験を突

破する必要があります。修士論文は、専門について深く掘り下げ、作品そのものの

調査や作家に関する一次資料を実証的に考究し、学術論文として公刊できる水準

が理想です。優れた修士論文の場合、博士課程進学後に学会発表や学会雑誌への投

稿を勧めており、査読を通過して論文が公刊されると研究者への第一歩を踏み出

したことになります。その後は、博士論文の執筆に向けての研究ということになり

ますが、外国の美術を扱う場合、博士課程の時点で留学する人も多く、留学先で博

士号を取得するケースもあります。修士課程修了後、あるいは博士課程在籍の段階

で、学芸員の採用される人もコンスタントに出ています。 

 駅や街角で見かける美術展覧会のポスターの陰には、学芸員がいます。華やかな

展覧会の裏側で、研究、文化財の修理や保存、社会人や青少年に対する教育普及な

どが地道に行われています。美術史学研究室の教員は、展覧会の企画・監修、展示

作品の調査、カタログの執筆、講演会の講師といった形で、ミュージアムの現場、

そして学芸員と密接に交流しながら、研究教育活動を進めています。 

学芸員を目指すにせよ、大学教員を目指すにせよ、研究職への就職は決して広き

門ではありませんが、美に対する情熱を維持しつつ、じっくり腰を据えて研究に励

むことで、おのずと道が開けてくるものと思います。卒業生たちの活躍は、明治以

来の美術史学を牽引するとともに、我が国の美術の振興に大きく寄与しています。 

 

（６）美術という新しい視点を獲得すること 

美術は、個人の「趣味」の領域に留まるものではありません。社会が高度に成熟

する一方で、戦争・貧困・疫病・差別・環境問題など人類共通の課題は複雑化しな

がら広がっています。現代を生きるアーティストたちは、これら諸問題に対し表現

を通じて対峙しています。美術史学もまた、文明の発生以来、美術がいかに社会と

関わり続けてきたのかを長期的に把捉することを通じ、現代の位置を理解し、未来

を展望することを目指すものです。大学で、美術、芸術を専門的に追究することは、

これまでの経験とは異なる角度から世界を俯瞰する、新たな視点を獲得すること

にほかなりません。 

 このほか、研究室の詳しい情報は、下記のホームページも参照してください。 

https://arthistory.l.u-tokyo.ac.jp/ 
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